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協議内容・承認事項等（意見の概要）

（０）20周年の取組みの紹介
（１）「令和７年度学校経営計画」進捗状況について
　３　本年度の取り組みの自己評価について（途中経過報告）　主に未達の項目について説明
　・公開研修の参加者は10名に満たなかったが、高等学校教員向けの見学会の参加者は高等学校教員、府教育庁指導主事等合わせて約30名で、

　　多くの方に高等支援学校の取組みを知っていただけた。引き続きこの取組みは行っていきたい。
　・中学校教員向けの本校の魅力発信では学校見学会時に部活動の体験を行ったことが高評価であったが、更なる発信の機会の検討が必要。
　・学校教育自己診断（生徒）「授業で自分の考えをまとめたり、発表することがある」の肯定率が９％減少したのは、本校の授業の中で
　　グループワークの取組みが多くを占めており、「自分の考えをまとめる」という部分は達成しているが、「発表ができる」となると、
　　発表者は必ずしも全員ではなく、時間にも限りがある。このことが、結果に反映されたのではないかと思われる。発表時間の確保とともに、

　　なるべく均等に発表機会を持つことができる工夫が必要である。
　・学校教育自己診断（教員）「教員の間で授業方法等について検討する機会を持っている」の肯定率が５％減少したのは、この2年間は、
　　学校経営推進費事業や創立20周年記念事業として、新しい取組み（一般教科・職業学科の横断的な学び、地域との交流等）やシラバスの
　　見直し等に注力してきた。そのため、これら2項目にあるような内容の検討時間が十分とれなかった可能性がある。

　・スマートフォン使用のルールについては生徒会を中心に昼休みのみの利用を検討中。
　・教員用図書閲覧は昨年度より伸びており、冬休みに１人１冊閲覧してもらいたいところ。
　・食育は「朝食摂取」の習慣化を行う予定。　　・時間外勤務は引き続き定時退庁日の意識づけを行う。
（２）「学校教育自己診断」について（報告）
　　学校教育自己診断の質問内容を分かりやすくリニューアルした。具体的な表現に変更したり質問項目の整理を行ったりした。

　　回答率は昨年度並み。生徒・保護者・教職員全体的に“よくあてはまる”が減少し、“ややあてはまる”が増加、“まったくあてはまらない”
　　という否定的な回答が増加している。十分な分析が必要だと思われる。分析については資料記載の通り。共生推進教室に関しては、
　　今年度は「たまがわ高等支援学校アンケート」として実施した。
（３）授業アンケートについて（報告）
　　“あてはまる”より“ややあてはまる”の回答が増え、“あまりあてはまらない”“あてはまらない”の回答が増えている。特に１年生に

　　否定的な回答が多くなっている。ここ数年生徒の実態が変化しており、授業についていけてない生徒が一定数いるのではないかと思われる。
　　授業内容の検討が課題である。

（４）令和８年度　学校経営計画及び学校評価（案）　　中期的目標まで

　・高等学校との連携・交流の機会を拡大し、支援教育のセンター的機能を発揮する。→高等学校への支援を行う。
　・大阪大学との連携事業について、今年度の評価結果が84%であったことを受け、指標変更する。

　　　２（２）イ⑤　87％（R6）→93％（R7）→87％（R８）　指標を計画当初の数値に戻した。
　・近年の生徒の実態に応じた学習環境の構築に向けた検討を進める。→例えばグループを分けて授業を行う等。

　・大阪府立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画に基づき働き方改革を推進する。→残業 年360時間を越える人数を

　　４年間で０人にできるような指標を設定することを検討中。
　・ICTを活用した業務の効率化、行事や会議の精選を検討し、学校運営の見直しを図る。

（５）報告事項
　①進路状況について　18期生の進路状況を説明

　　今年から就労選択支援事業が始まった。就職だけではなく福祉事業所も視野に入れた、いろいろな選択肢の中から自分に合った進路を決定する
　　取組みを本校でも取り入れ、生徒にあった進路選択のサポートを行っている。

　②学校生活について
　１）生徒指導案件　２）生徒会の活動について　３）ＳＳＷについて　４）スマホ使用のルール作り進捗　５）セーフティバイシクル活動進捗

　６）委員会による20周年企画

【協議】
・アンケートは結果をどう捉えてつなげていくかが大切。改善していくために追加のアンケートを行ったり質問項目を分けたりと検討を。

・働き方改革に関して、残業の件は民間も同じ。３年間でやる思いで行わないと４年めによい結果を迎えられないかも。
・生徒の今の状態をどう捉えるのか、習熟度別学習もよいかと思う。

・スマートフォンの使用に関して保護者の意見はどうなのか。使いこなさないといけないのも事実であるが、保護者にも意見を問うてはどうか。

・保護者には昨年度末にＰＴＡ学級委員会にて生徒で使用に関するルール作りをすすめる方向性は伝えていた。保護者の意見として
「電源を切ったら位置情報がオフになるので不安」という意見があった。

・中学校でもスマ－トフォンの使用に関して生徒向け、保護者向けに講習がある。
・高等学校への支援に関して、センター的機能を発揮してほしい。困り感のある生徒の進路実現のために、たまがわの就労へのノウハウを
　高等支援は伝えるべきではないか。

・衛生意識に課題のある生徒が衛生管理が求められる会社に就職し、すぐに退職した。学校はマッチングに関してより丁寧に行ってもらいたい。

・３人担任制できめ細やかに対応ができるので、適切なマッチングを行い、働き続けられる生徒に。またこのノウハウを高等学校へ発信して
　もらいたい。
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（６）コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の効果に関する調査について
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